

































































































































                                                   






















































































































































































































「A は A である」という命題の中には、すでに「B がある」あるいは「A は B ではない」とい
う命題が密かに忍び込んでいることになる。つまり「A は A である」「A＝A」という命題の「で
ある」「＝」が可能であるためには、A ではないものが必要なのである。さらに言うならば、「A
がある」と言うときに、すでに A のうちに同時に B があると言ってもよい。ハイデッガーはこ
の事態を「共属性」(Zusammengehörigkeit)と考える。つまり「A は A である」という命題に
は「B ではない」という形で B が入り込んでいるのであり、A と B が一つの命題の中に入り込
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